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Abstract

　Pecans　belorlging　to　the　same 　group　as ∫apanese 　chestnut 　would 　be　advantageous 　trees　to　 extend 　the 　bLlsiness　cyclc 　of

touエism　fanmirgof　chcsmut 　trees　in　the　autumn 　season ．　We　investigated　the　nowcring　pe面 d　ofmalc 　and 　female且owers 　in

twenty −f『ve 　cultivars ，　and 　the　harvest　periQd　and 　fhljt　quality　in　sixteen 　cultivars ・it　was 　observed 　that　the　t
’
emale 們ower

bloomed　earlier　than　the　male 且ower 　in　most 　cultivars ．　H 〔〕wever ．　there　was 　all　ov じrlapping 　period〔〕f　several 　days　during　the

bloonlillg　Qf 　malc 　and 　fヒmale 　flowers．　Then 　we 　illvcstjgated　the ］ength 　of 　the　male 　spike 　and 　flowe血 1g　period　o 「m 臼le　flowcr、

Bloo血 ng 　changed 　yearly　and 　there 　was 　no 　correlatlon 　between 　the　two．　The 　harvest　period　iasted〔br　two 　months ，　from　early
September 　to　early 　Novcmbcr ，　Cultivars　were 　classined 　into　fivc　groups；very 　early，　early．　middlcJatc 　alld　very 　late　maturing ．

FrLiit　size　was 　signlficantly 　larger　in ℃ LS −6rand ‘Dess ’，very 　late　maturing 　lhan 　the　other 　cultivarg ．　TW ｛｝ cultivars ．　MISS −10’

and ℃ LS −6　r 　prov｛dcd　a 行esh 　kernel　weight 　ef 　7　g　or　morc ，　Thcre　was 　no 　correlation 　betweell　thc　harvestillg　time 　and 　kernel

oil　content ．

　In　co 【lclusi〔m ，　cul しivars　with 　overlapping 　flo− ・erjng 　periods　of 　malc 跏 d　fヒ1皿 ale 伺 〔＞wers 　were 　identificd，　Harvest　time　of

pocan　trees　in　Wakayama 　Pre掩cture 　ceuld 　bc　cxtended 　to　two 　months 　by　introducing　cultivars 　from　very 　early 　tQ　very 　late

maturing ．？awnee
’
and 　

‘MISS −10’arc　promising　eu ［tivars｛tbr　comunercial 　production　due　te　the　large　edible 　portion　and 　high

oilContent ．

Key 　Words 　l　fiowerlng　period，倉uit　quality，　harvest　time，　nut
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　　　　　　　　　　 緒　　言

　ペ カ ン （Cao ／c　iUinoensis　Koch ）は ク ル ミ科 カ リ ア 属 に 属

し堅 果類 に 分類 さ れ る．カ リ ア 属植物 は 現在北 ア メ リ カ 大

陸原生 の 20種が 知 られ て い る ほ か ，ア ジ ア に は 中国 の 貴州

省，浙江省の 揚子江沿岸 に
．一

種，山核桃 （Caiya　cath の
ノensis

Sargent） が 分布 し て い る．山核桃 は 北米産 の カ リ ア 属 に 比

べ ，殻果は 小 さ く，核皮 は 堅 い が，仁は 充実 し て 風味良好

で あ る （菊池，1948）．北 ア S リ カ
．
大陸で は カ リ ア 属野 生種

2005 年 8 月 工 日 　受付、2006 年 2 月 9 口 　受埋 ，
本報 告 の 一部 は 熱帯農 業学 会第 99 回講演会 で 発 表 した．
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は
一

般 に ヒ ッ コ リーと言わ れ て お り，ペ カ ン は最 も優れた

殻果を 産す る種 で あ る，ペ カ ン の 原産地 は ア メ リ カ の イ ン

デ ィ ア ナ 州，ミ シ シ ッ ピ 川流域 及 び メ キ シ コ 湾 南部 と され

て い る が （河瀬，1984），品種改良 され た ペ カ ン は 北 ア メ リ

カ 大陸 で は 南北 で は カ ナ ダ の オ ン タ リ オ か ら メ キ シ コ の オ

ア ハ カ ま で，東西 で は バ ージ ニ ア とカ ロ ラ イ ナ の ア ト ラ ン

タ 海 岸 か ら カ リ フ ォ ル ニ ア まで と 原生地域 よ りもか な り広

い 地 域 で 栽培 され ，ア メ リ カ に お け る殻果 類 の 代表的 な樹

種 とな っ て い る．さ ら に，ペ カ ン は 南 ア フ リ カ，オ
ース ト

ラ リ ア，エ ジ プ ト，ペ ル
ー，ア ル ゼ ン チ ン ，ブ ラ ジ ル で も

経済栽培が 行 わ れ て い る 〔Grauke　and 　Thompson ，1996）．

　我 が 国 に お げ る ペ カ ン は 1915 年 に 農林 省 園芸試験 場

〔興津）に 初 め て 導入 され て ，以来多 くの 人 に よ り 導入 栽培

N 工工
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が 行 わ れ た が，今日 ま で 栽培 が 定着 し て い な い ．そ の 理由

と して ，ペ カ ン ぽ 接ぎ木が 困難 で あ っ た た め 1950年代の

増植気運 に 対応 で きな か っ た こ と，そ の 後河瀬 ら （1984）

に よ り接 ぎ木 法 は 確 立 し た が，当 時 は 山 村 振 興 に ク リ

（Castanea　crenata ）栽培 が 脚光を浴 び て い た た め ペ カ ン 栽

培 を志す農家は み られ な くな っ た こ と （河瀬 1984） が あ

る．また ，長野県で ペ カ ン 栽培 が 成功 し なか っ た 理 由 と し

て 同 県 で の 無 霜期間 が 当時導 入 し た 品種 に と っ て 短 か っ

た こ と （鳥潟 ら ，
1988）な どが挙げられ る，

　近年，我 が 国 で は 都市 と農村 との 交流 が 活 発化 し て お

り，国 内 で は 各 地 で 多 くの 観光 農 園が 開園 され，園芸上 堅

果類 （ナ ッ ツ 類） に 属す る ク リ （志村，1984 ） は，一
部 の

観光農園 で栽培 され て い る．和歌山県 に お け る ク リ の 収穫

期間は 8月下旬 か ら 1  月 L旬で あ り，主要品種と な っ て い

る 中生 の 　銀 寄
’

の 収穫期は 9 月中下旬 の 非常 に 短 い 期 間

とな っ て い る．和歌山県 ふ る さ と定住 セ ン タ ー
で ば こ れ ま

第 1 表 ペ カ ン 品種毎の 雄花 と雌花 の 開花 期 間

品 月 日　 2000 年 5〆15
〜171S 〜20　 21〜23　 24〜26　 27〜29　30〜6fl　 2〜4　　 5〜了　 8〜10

ク リーク

ム ラ ヒ
ー

◇
一一一一一一一一一一一一一一

→

一

　 　 　 　 　 ◆
一．一一一一一一r●

61−6−67
一

φ・一一一一一一一一一一一一一一一一◇
一

コ ル ビー ◆ 一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一つ

グ レ イ パ ーク ベ イ ン ト ◆ 一一一一一一一一一一一一一一一一一一◆

品 丿」　0　2001 　　5〆15〜17　18−−ZO　　21〜23　　24−−26　　27〜29　　30〜6！L　　2〜4　　　　5〜7　　　B〜10

江住

パ ウ ニ ー

一

　 　 　 　 　 　 　 ◆ 一一一一一一一一一一
◇

一

司レ 　一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一◆

ベ イ カ
ー

一

　 　 　 　 　 　 　 　 ◆ 一一一一一一一一一一一一◆

ク リ
ー

ク

一

　 　 　 　 　 　 ◆
一一一一一一一

◆

ム ラ ヒ
ー

一 ●

　 　 　 　 　 ◆ 一一一一一一一一一一一一一一一
→

サ ラ ダ

ブ ラ ン チ

　 　 　 　 　 ◆
一一一一一一一一一一◆

一
◆ 　一一一一一一一一一一一一．一一一一t−

◆

キ ヤ ド

一 一 ●

◆
　一一一一一一一一一一

◆

ル
ー

カ ス ◎
一一一一一一一一一

→

サム ナ ー 一
　 　 　 ◆ 一一一一一一一一一一一一一一

→

一

61−6−57 ◆
一一一一一一一一一一一一一一◆

シ ヤ
ー

ウ ツ ド

一 一

　 　 　 　 ◎ レー一一一一一一一一一一◆

デザイ ア ブル

一

◆ 一一一一一一一一一
〇

ギ ロッ ド
一
　 　 　 　 　 φ

一一一一一一一一
〇

ホ ウ マ

一

◆
一一一一一一一一一一一一一rO

ス タ ブ
一

CLS−61

◆
一一一一一一一一一一一一，一

◆

一

　 　 　 　 　 　 　 ◆
　一一一一一一一一一一一

◆

CLS −62
一

　 　 　 　 　 ◆
一一一一一一一一一一一一◆

・Z ノレ ビー
一

　 　 　 　 ◆ t−t−一一一一一一一一一一一
◇

ク
ー

パ
ー

7t 一
ル ズ シ テ ィ

ー

一

　 　 　 　 　 　 ◆ 一一一一一一一一一→

一

◇ 一一一一一一一一一一一一一一◆

グレ イ パ
ー

ク ベ イ ン ト

一

　 　 ◆
一一一一一一一一一一一．一一→

メ ラ メ ッ ク
一

　 　 　 ◆ 　　一一一一一一一一一
◆

一

モ ア ラン ド ◆ 一一一一一一一一一一一一一一
◇

MISS −10
一

　 　 　 〇 　一一一一一一一一◆

注 ） ♀花 　● 一一一● ，♂花 ◆ 一一一→

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



The Japanese Society for Horticultural Science (JSHS)

NII-Electronic Library Service

The 　Japanese 　Sooiety 　for 　Hortioultural 　Soienoe 　（JSHS ｝

園学 研，（Hort．　Res．（Japal1＞） 5 （3）：227233 ．2006． 229

で 様 々 な ペ カ ン 品種 を導入，試作した 結果，ペ カ ン を観光

農園 の 秋期開園期間を延長す る Lで 宥望 な樹種 とし て 注 H
し て い る．ペ カ ン は ，品 種 に よ り雌 ・雄花 の 開花期が 異 な

り （鳥潟 ら
，
1988），雌花が 雄花 よ り先 に 開花す る 品種が 多

い （河瀬，［984）．ま た ，ペ カ ン は 風媒花 で 自家不結実 の 111111

種が多 い 〔鳥潟 ら，1988） と言 わ れ て い る が，観光農園を

長期問開園す る 目的 で ，雌 ・雄花の 開花期 が
一

致す る 品種

群 を導入 す れ ば，受粉 の 可能性 が 高 ま る と と もに 収穫期間

も延長 で き る、

　鳥潟ら （1988）が，ペ カ ン 5 品種 を愛知県で 栽培 し，着

花習性，開 花 習 性 と結 実確 保 の た め の 受 粉 樹 の 必 要 性 ，果

実重 と可 食部率に つ い て 報告 して い る もの の
， 開園期間 の

長期化を 図 る た め 観光農園に ペ カ ン を 導 入す る に は，さ ら

に 多数 の 品種 で の 調査 が 必 要 と なる．

　そ こ で，本研究で は 米国か ら導 人 した 品種 を 巾心 に 開花

期，収穫期お よび果実品質の 特性調香 を行い ，今後の 品種

導 入 の 基礎資料を得 る とと もに ，観光果樹園 で の 利用 に 関

して検討した．

　　　　　　　　　材料および方法

　導入 品種 は，試験 研 究 の み の 鬥的 で米 国 ネ ブ ラ ス カ 州 立

大学 （北部原産 ペ カ ン 品種） とル イ ジ ア ナ 州立大学 〔南部

原産ペ カ ン 品種）よ り穂木で 分譲され た も の で あ る．また ，

Sparks〔1991）は ，ペ カ ン は 原産地域 に よ り 2 タ イ プ に 分類

で き，緯度 が 40 ° 以 Eで は 生 育期間 が 短 く，36°

以 ドで は

長い と報告 して い る，そ こ で，以 ドの 品種 の 分 類 に 際 して

は，北部原産 ペ カ ン 晶種，南部原産ペ カ ン 品種 と表記 し て

い く．

　 開花期 の 調査 は ，和歌山県東牟 慶郡古座川町 に あ る 県ふ

る さ と定住 セ ン タ ーの 平坦 圃場 〔壌土 〕で ，
」
江住 系統お

よ び 米国 よ り導入 した 24 品種 〔策 1表）を供試 した．こ れ．

ら の 品種は 1996 年 3 月 に 接 ぎ木 1年牛 苗 を 樹間 5m × 列

間 5m で 定植 した もの で，調 査 に あ た っ て は 1 晶 種 に つ き

3 樹を供試 した．果実 の 収穫期 と品質 の 調査 は，和歌山県

曲牟婁郡 す さみ 町 江 住 に あ る県ふ る さ と定住 セ ン タ ー
の 現

地平坦地試験圃場 （壌土） で ，樹間 5mX 列間 5m で 植栽

し た 27 年生 実 生 成 木
‘
1「．住

’
お よ び 1996年 3 月 に 5 年 生

実牛 に 高接ぎした 米国 か らの 導入 品種15 品種 （第2 表）を

供試 し た．な お，1品種 に つ き 3 樹 で 調査を 行 っ た ．両試

験 地 と も年聞の 施肥 量 は 窒素成 分 で ］51（gtlOa と し，全 量

10刀 に 施 肥 した，ま た，か ん 水 は 適宜 行 っ た，

試験 1．雌
・雄花 の 開花期 お よび雄花穂長の 品種間差異

　和歌山 県東牟婁郡古座川 田」で 2000年 に 開花 した 15品種

と 2  Ol年 に 開花 し た 25 品種 に つ い て 雌 ・雄花 の 開花期 お

よ び 雄 花 穂長 を 調 査 した．雌 花 の 開 花 始 め は 柱 頭 部 に 光沢

が 増 し て ぎた 時期，開花終期 は 柱頭部 が 褐変 し始 め た 時期

と し た．

　雄花 旺）開花始 め は 花粉 の 放 出が 始 ま っ た 時期 で，終期は

花粉放出が 終了 し て 花房 が 乾燥 し始 め た 時期 と した ．雄花

の 花穂 長 は ，雄花の 開花盛期 に 各 品種 と も 3 樹か ら 1 樹に

つ き 10花を採取 し，計 30 花を測定 した．

第 2 表 ペ カ ン 品種 毎 の 収穫 期問 （2003年）

品　　 種
． 月 目

9／9〜15　　16〜20　　21〜25　　26〜3〔｝　［〔〕〆［〜5　　6〜IO　　11〜15　　16・〜20　　21〜25　　26〜31　1L 〆1〜5　　6〜10

オ
ー

セ
ー

ジ　　NX　 ●一一一一一一一つ

ム ラ ヒ
ー N 　　ひ

』一一一一一一一一一一一
●

ペ ル ク エ N 一

カ ン トン N 一
一

●

シ ェ パ ー
ド N

パ ウニ ー N 一

ス タブ s ｝
’

一

キ ヤ ン デ イ
ー

　 S 一

江住 一 ●

シ ヤ
トー

ウ ツ ド　 S 一

ジ ェー一ム ス 　 　 S 一

メ ル U −一ズ 　 　S 一

MTSS−10 s 一 一

CLS．61 s 一

デ ス S 一

キ ヤ ド s 一

各 岨種 3 樹 を用 い，果 皮 が裂開 （第 2 図参照） し 始 め た 時期か ら裂開が終 ∫した 時期 ま で を収穫期 と し て 横線 で 示 した

zN
： ネ ブ ラ ス カ 州 の 品種 〔northern 　peccn ），　 y

　S ： ル イ ジ ア ナ 州 の 品 種 （g．　outhern 　pecan ）
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試験 2．収穫期 お よび 果実品質 の 品種間差異

　和歌 III県 西牟婁郡す さ み 町 で，2003年 に 結実した 16品

種 に つ い て ，各 々 の 収穫期 お よび果実品質を調査 した．収

穫期間は ，果皮 が 裂開 し 始 め た 時期 （収穫始期）か ら裂開

が 終了 した 時期 （収穫終期） まで と した．果実品質ば，果

皮 の 裂開最盛期 〔80％ の 果実が 裂開 した 時期） に 3 樹 か ら

30果取穫し，以 下 の 調査 を行っ た．果実の 横律，縦径，陵

径 は果実巾 で 最 大 に な る位置 で 測 定 し，〔最大稜径
一
最大横

径）÷ 2 を稜 の 高 さ と し た ．果形指数 は （果実横径 ÷ 果実縦

径）x100 で 計算した．収穫後直ち に 新鮮果実重 を測定 した

後果皮を除 い て 新鮮殻果重を測定 し，殻果率を （新鮮殻果

重 ÷ 新鮮果実重）× 100 で 計算し た ，殻果 を取 り除い て 新鮮

仁重を 測定 した後，新鮮仁 を lmm 以 ドの 厚 さ に ス ラ イ ス

し て 通風 乾燥機 （55℃ で 24 時間） で 乾燥 さ せ ，さ ら に

105°C で 5 時間乾燥 さ せ た も の を 乾燥仁 と して 重量 を 測定

した．そ の 後，乾燥仁 を 乳鉢 で 粉砕 し，石 油工
一

テ ル を加

え て ソ ッ ク ス レ ー油 分 抽 出 装置 で 抽 出 し，常 法 （科 学 技術

庁資源調査会食品成分部会 ，
1997） に 準 じて 脂質含量を測

定 した．

ニ ー’
，

‘
61−6−67

’
の 5cm ，最 大 が

‘
コ ル ビー’

，
‘
シ ャ

ー

ウ ッ ド
’

の 14cm で約 3倍 の差 が あ っ た （第 3表）．雄花穂

の 短 い 晶種 は雄花 の 開花始期 が 早 く，長 い 品種で は 遅い と

の 報告が ある （鳥潟 ら，1988）．木実験 で は 多数 の 品種 を調

第 3 表 雄 花の 花穂長 の 品種間差

品種
雄 花 穂長 （cm ）

2000年 2001年

　　　　　　　　　結果および考察

試験 1．雌 ・雄花の 開花期お よび雄花穂長の 品種間差異

　供試 した 25 品稀 の 雌 ・雄花 の 開花期間 を 第 1 表 に 示 し

た ．2000 年 に 開花 し た 品種で 雌花 の 開花が 早 い の は
‘

ム ラ

ヒ ー一” ，
‘
コ ル ビー’

，
‘
グ レ イ パ ーク ベ イ ン ト

’
の 5 月 20 目

で あ っ た．雄花 の 開花始期 は
‘
ク リーグ

，

’
6i−6−67

’
が 早

く5 月 2】 日で あ っ た，2001 年の 雌花 の 開花 の 早 か っ た の

は
‘
江住

’
で，そ の 開花始め は 5 月 15 日で あ っ た．雄花 の

開花始期 は
‘
バ ウ ニ ー’

が早 く 5 月 16 冂 で あ っ た ．開花時

期は ，年に よ る変動 が み られ た た め，今後は 各 厚 の 品種の

開花期 と気象要因 （低温要求量等） との 関連性を検討す る

必要が ある．

　供 試 し た 25 品 種 と も雌 ・雄 花 の 開花 期 が 異 な り，多 くの

品種で 雌花 の 開花終期 に 雄花 の 開花 が数 目間会合す る程度

で あ っ た，ペ カ ン の 結実を確保す る に は，雌花と雄花の 開

花会今期閙が 長 くなる よ う交雑和 合｛4を備えた 品種を組み

合 わ せ る こ とが 重要 で あ る た め，今 回 得 られ た 結果 は 今後

観光農園 へ の 品種導入 を 行 う際 の 基礎資料 と な る．また 品

種 の 選択 に あた っ て は，果実品種 が 優れ た r［家結実性品種

や 耐病 害虫品種を導 入 す る こ とが 望 まれ る が，本実験で 用

い た 江 住
’

は 過去 に 単独樹 で 自家結実性 を 示 し （データ

省略），果実品質も比較的優れ て い た こ とか ら有望系統 と考

え られ る．病害虫 で最 も問 題 とな る の は ゴ マ ダ ラ カ ミキ リ

（An θploココhθ ra 　mala ，s’iacα） に よ る株元 へ の 被害 で あ る．品種

問 に よ る 差 は 見受 げ ら れ ず
，

全 て の 品 種 で 多 少 の 被害 は

あ っ た．病害 に つ い て は 特 に 問題 と なる もの は なか っ た ．

　雄花穂長 に 品種問差が み ら れ，2000 年 は 最小 が
‘
ベ イ

カ
ー’

の 6　cm ，最大が
‘

コ ル ビー’
の 16　crn で あ り，10　cm

の 品種間差が あ っ た ，200】年 は 最小が
‘
キ ャ ド

’
，

‘
パ ウ

ベ イ カ ー
フ フ ン チ

キ ャ ド

CLS −61CLS
−62

コ ル ビ ー

ク ーパ ー

ク リ ーク

デザ イ ア ブ ル

江住
フ ォ

ー
ル ズ シ テ ィ

ー

ギ ロ ッ ド

ホ ウマ

グ レ イパ ーク ペ イソ ト

ル …
カ ス

メ ラ メ ッ ク

Miss −10
モ ア ラ ン ド

ム フ ヒ ー
パ ウ ニ ー

サ ラ ダ

シ ヤ
ーウ ッ ド

ス タ ブ

サ ム ナ ー
61、6−67

6eZllbc

7de

l6a8dgcd

7de

llbc10bc

gcd8degc

8d

12b7de

　

　

　

　

　

　

　

d

bbdCCaCOObCOCCCCbbbdbabCdl
］

58849672887779210514285

11

　

　

　

　

　

　

1
　

　

　

　

　

　

1
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

111

　

　　
111

Z
表 中 の 異 な るア ル フ ァ ベ

ソ ト問 に は 5％水 準で 有意差あ り

〔Tukey’g　1e8し11＝30）

　 5〆30

　 5／2E

エ5，，26
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524
買
壇 5’22
響

ff　5〆2DE
稈 5聴

　 5ノ田

　 5〆［i

　 正〕〆〔〕
　 6，，・1
−
　6”2

ロ

5 鷲 1

郡 5／29

掣 5／z了

95 ，t25　
藝f，〆2／1

　 5〆ZL

　 匠
・190

　　　　 2　　　　 4fi 　　　　 8　　　　 ⊥0　　　　 1Z　　　　 14　　　　16　　　　 1S

　 　 誰花穂 長〔匸：m ｝

第 1 図 ペ カ ン 雄花穂長 と雄花開花始期 の 関係

　　　＊ 5％ レ ベ ル で 有意
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査 した 結果，開花期 に は 年次変動 が あ り，雄花穂長 と雄花

の 開花始期 に は 明 確 な相関が認 め られなか っ た （第 1 図）．

試験 2．収穫期お よび果実品質 の 品種間差異

　収穫始期 は ，
‘
オ ーセ ーtt

’
，
‘
ム ラ ヒ ー’

，
‘
シ ェパ ード

’
が

9刀上旬，収穫終期 は，
‘
デズ ，

‘
キ ャ ド

’
の 11月上旬 で，

約 2 か 刀 に 渡 り収穫 で きた （第 2 表）．9 月上 句か ら 9 月下

旬に か け て 収 穫 で ぎ る　
‘
オ ーセ ージ

’
t

‘
ム ラ ピ ー，

，
‘
シ ェ

パ ード
’

の 3品種は 極早生種 と考えられ ， 9 月中旬か ら 9

月 ド旬に か け て 収穫で きる　
‘
ペ ル ク エ

’

，
‘
カ ン トゾ 　の 2

品種は 早生種，10 月上旬か ら IO 月 rl・旬 に か け て 収穫 で き

る
‘
パ ウ ニ ー’

，
‘
ス タ デ ，

‘
キ ャ ン デ ィ

ー’
，紅 住 の 4 品

種は 中生種，10月中旬か ら IO月下旬に か けて 収穫で き る

t

シ ャ
ー

ウ ッ ド
’
，
‘
ジ ェ

ー
ム ス

’
，
‘
メ ル ロ

ーズ
’
，
‘
MISS −10

’

の 4 品種 ば 晩生 種　10刀 下旬か ら収穫 で き る　
‘
CLS −61

’
，

‘
デ ズ ，

’
キ ャ ド

’
の 3 品種 は 極晩生種 と考 え られ た．Sparks

（1991） は，米国 で の 発芽か ら成熟期 ま で の 期間は ，
‘
キ ャ

ン デ ィ
9 が 172日，

‘
ジ ェ

ーム ズ ，
‘
ム ラ ヒ ー’

の 両品種

は 155 日，
‘
ペ ル ク エ

’
が 165 日で あ る と報告 して い る．一

方，和 歌 山 県 で の
‘
ム ラ ヒ ー’

の 発 芽 期 は ，2000 年 に 和歌

山県農林水産総合技術 セ ン タ
ー

山村産業試験場，2001年 に

和歌山 県農林 水 産 総合技術セ ン タ
ー

果樹試験 場 紀北 分 場 が

各 〃 古座川町 で 行 っ た 調査 で ば 4 月中旬 （データ 未発表）

で あ り，収穫期 は 9 月中旬と発芽期か ら収穫期 ま で の 期間

は 約 150 日 で 極 早生種 に 分 類 で ぎ，Sparks （1991 ） の 報告

とほ ぼ一
致す る．本研究で も秋期 に 霜害を受けやす い 北部

原産ペ カ ン 品種は，温暖な 地 域 で選抜 され た南部原産ペ カ

ン 品種 と比較 し，明 らか に 収穫期が 早か っ た （第 2 表）．鳥

潟 ら （1988）は，愛知 県東郷町 で の 果実成 熟期 は 11月上 旬

か ら下旬の 約 1か 月 間 で ある と報告 して い る，米国 の 二 L一

メ キ シ コ 州 で ば 雌 し べ が 受精態勢 に 入 っ て か ら収穫期 ま で

の 期問 は
‘
ldeal

’
で 約 155 日，

‘
Western

’
で は 約 165 日で ，

前者 の 収穫期は 10刀中旬 で ，後者 の それ は 10 月中下句 で

あ っ た （Herrera，1990）．こ れ らの 比較 か ら，　
L
多品種を導 入

す る こ と に よ り，和歌山で の 収穫期 を約 2 か 月問に 延長 で

き る こ とが 判明 した．

　 ペ カ ン の 果実品質 （第 4 表） と果実形態 （第 2 図〉 に は

品種問差 が あ っ た ．す な わ ち，果実横径は ，最小 が
‘

ス タ

ブ
’

27 ．9　mm ，最 大 が
‘
デ ス

’
40 ．6   で ，12，7　mm の 差 が

み られ ， 果実の 稜 の 高さは，最小 が 扛 住
’

α6   ，最大

が
‘
パ ウ ニ ー’

，
‘
メ ル ロ ーズ

’

1，9mm で，約 3倍 の 差が 認

め られ た．ま た，果実 の 縦径 は ，最小 が
‘
オ
ー

セ
ーゾ

39，8mm ，最人 が
‘
MISS −10

’
60，6　mm で 20，8　mm の 大 き な差

が あ っ た．果形指数 は
‘
メ ル ロ ーズ で 53．3 と最も小 さ く

長楕円形 を示 し，
‘
CLS −61

’
で 79．0 と最 も大 きく楕 H 形 で

あっ た （第 2 図 ）．新鮮果実重 は ，最小 が
‘
キ ャ ド

’
16．5g，

最大 が
‘
MISS −10

’
43．3　g で 26，8　g の 大きな差が あ っ た ，果

実 の 大 きさ は，晩生種 の
‘
MISS −10

’
，極晩生種の ℃LS −61

’

と
‘
デズ が 他品種 と比較 して 有意 に 大ぎか っ た が，極早生

種 で 果実 が 小さくな る 傾向は 認め られ な か っ た．

　新鮮 殻 果 重 は，最 小 が
‘
キ ャ ド

’
4．5　g，最大 が

‘
CLS−61

’

の 13．6g で 約 3 倍 の 差 が み られ た ．　 Sparks （1991） は，ア

メ リカ で の 40 品 種 の 新鮮 殻果 重 を 調 査 し，最 小 は
‘
Frisbe！

Snag
’

で 2．6　g，最大 は
‘
Mahan

’
で 12，8　g で あ り，

‘
キ ャ ン

デ ィ
ー’

は 6．6g，
‘

ジ ェ
ーム ズ は 4．4g ，

‘

ム ラ ヒ ー’
は 47g ，

饗 ル ク エ

’
は 6．7g と報告 し て い る，

‘
キ ャ ン デ ィ

ー一一’，
‘
ム

ラ ヒ
ー’

，
‘
ペ ル ク エ

’
に つ い て は 本研究 とほ ぼ 同 じ で あ っ

た が，
‘
ジ ェ

ーム ズ に つ い て は 和歌 山 県産 の 方 が 3g も大

きい 結果 と な っ た ．ま た ，新鮮殻果重 の 品種問差 を，鳥潟

ら （1998）は 5 品 種 の 調 査 で 5 〜9g ，　GraUke　and　Thompson

（1996）は 平均的に は 6 〜9g と報告 して い る が
， 本実験 で

は，よ り大きな殻果 を産す る 品種が確認 で きた．殻果率は，

最小が
‘
シ ャ

ー
ウ ッ ド

’
242 ％，最人 が

‘
CLS −61

’
39，4％

第 4表 ペ カ ン の 果 実 品 質 の 品 種 間差 異 （2003年）

晶種

　果 実　 　 　果実　 　 果実 　　 果実

横径 （A ）　 稜径　 稜 の 高さ　縦径 （B ）

（mm ）　 （mm ）　 （mm ）　 （mm ）

　 果形 　 　 　新鮮

　 指数 　　果実 重 （C）

（A〆BxlOO ）　　　（g）

　 新 鮮　 　　殻果 率　 　 新 鮮　 　 乾燥　 　 脂質

殻果重 （D ）　 　 （％）　　 仁重　　 仁 重　 　 割台

　 （g）　　　 （D 〆C × 100）　　 （g）　　　　（g）　　　 （％ ）

オ
ー

セ
ー

ジ

ム ラ ヒ ー
ベ ル ク エ

カ ン ト ン

シ ェパ ード

パ ウ ニ
ー

ス タ ブ

キ ャ ソ デ ィ
ー

江住

シ ヤ
ーウ ッ ド

シ エー
ム ス

メ ノレ ロ ー
ス

MISS．10CLS
−61

デ ス

キ ャ ド

3 ．6cdZ31
．8cd35
，4bc30
．2d32
．3cd37
、］b27
．9d28
．7d33
、4c35
．Obc3L8cd32

．2cd39
．4a39
．6a40
．6a28
，9d

32．9d35
．6e38
．8b32
．2d33
．8cd41
．Oab30
．5d31
．8d34
．Scd36
．Obc34
．2cd36
．1bc42
．Oa41
．4ab43
．3a31
．6d

Llodl
．9a

）．7bl
．OcdO
．8d1
、9al
．3bcL6bO

．6el
．2cl2cl

．9al
．3bcO
，9dj
，4bc1
，4bc

39，8e45
．5d48
，5cd44
．4d49
．lc58
，1ab49
．4bc42
．lde53
．7b60
，8a51
．bc60
．5a60
．6a50
．3bc58
．1ab48
．7cd

77．2a70
．Ob73
．1ab68
．4bc65
．8bc63
．9c56
．6d68
．lbc62
．5cd57
．6d62
．Qcd53
．3e65
．1bc79
．Oa69
．8bc60
．（）cd

19，5dl9
．4d23
．6cdl6
．8e24
．2cd34
．3bl6
．8e17
．4e26
，6c32
．8bc23
．5cd26
．9c43
．3u35
．Ob39
．4abl6
．5d

6．Od6
．2d6
．2d6
．3d7
．5c9
．9b4
．8de5
．4de9
．3b7
．8c7
．4cd8
．Ocl32aL3

．6a13
．la4
．5e

30．8bc32
．1b26
．3cd37
、4ab31
．2bc29
．Oc28
．5c3

〔〕，7bc35
．20d24
．2d31
．7bc29
．6be3

〔〕．8bc39
．la33
．7b28
．5cd

3．5de25e3

．9d3
．2de4
，  cd6

．lb2
．4e22e5

，  c5
．Oc4
．3cd4
．9cd7
．8a7
．4a6
．8b2
．6e

2．4dl
．9C3
．Od2
．5d3
．ld4
．5b1
．8el
．7e3
．ld3
．7じ

2、9d3
．1d5
．2a4
，1bc4
．Obc1
．6e

73．5ab72
．Ob80
，la70
，2bc713b67

，9bc7
〔工．8bc69
．2bc68
，0bc76
．2ab70
．6bc62
．9c67
．3bc585c64

．8bc62
．6c

z
表 中 の 異 な る ア ル フ ァ ベ ッ ト問 に は 5％ 水 準で 有 意差 あ り （Tukey’s　test　n＝30）
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第 2図　ペ カ ン 果実形 態 （果皮，殻 果，稜） の 品種間差 異

　　 A 　オ ーセ ージ，B ： ム ラ ヒ ー，　 C ：ペ ル ク エ ，　 D ：カ ン ト ン ，　 E ： シ ェ パ ー ド，　 F ； パ ウ ニ ー，　 G ； ス タ ブ，　 H 　キ ャ ン デ ィ
・一，

　　 1 ：江 住，J ： シ ャ
ーウ ッ ド，　 K ； ジ ェーム ス ，　 L ： メ ル ロ

ーズ，　 M ： MISS −10，　 N ：CLS −61，0 ： デ ス ，　 P ： キ ャ ド

で，15．2％ の 人きな 差が あ っ た．

　新鮮仁重 は，最小が
‘
キ ャ ン デ ィ

ー’
2．2g，最大が

‘
MISS −

10
’
7．8g で 差 が み られ

，
7．Og 以 E新鮮仁重 を 有す る 晶種

は MISS−10
’

と
‘
CLS −61

’
の 2 品種で あ っ た．乾燥仁重は ，

最小 が
‘
ム ラ ヒ

ー’
19g ，最人 が

‘
MISS−10

’
5．2g で あ っ た．

こ の 乾燥仁 は 可食部で あ り，そ の 重 量 の 大きさ が 経済品種

と して 重要 と な る，
’
MISS −IO

’
は他 品種 と比 較 し，有意 に 乾

燥仁重 が 大きい た め 有望品種 と考えられ る，

　乾燥仁 の 脂質割合 は，最小 が ℃LS−61’

58，5％，最大 が

‘
ペ ル ク エ

’
80．】％ で 品種間差 が み られ，特に

‘
ペ ル ク ゴ ，

‘
シ ャ

ーウ ッ ド
’
，
‘
オ ーセ ージ

’
は ，供試 品 種 の 中で は 有意

に 脂質含量が 高 か っ た ．ペ カ ン の 果肉 〔仁） は 廿味 と脂肪

に 富み，脂質が 高 い こ とが 特微 で あ る 〔河瀬，1984）．ペ カ

ン の 果肉は ク ル ミ と 同 様生食可能で ク ル ミ よ り甘 み が あ

る．ペ カ ン の 果肉は 栄養価 に 富 み ，し好品 と し て もす ぐれ

て い る．米国に お い て は デザ ート と して 最も賞用 さ れ，ま

た 菓了，サ ラ ダ の 材料 と して も用 い られ る （横溝 ，
1980）．

ナ ヅ ツ 類 の 口∫食部 （仁） の 脂質 は ，ペ カ ン 73，4％，ク ル ミ

68．9％，甘グ リ L7％，ア ーモ ン ド 54．2％，ラ ッ カ セ イ 49．4％

で あ る との 報告が あ り （科学技術庁資源調査会，2002），一

般的 に 脂質含 量 が 低 い と食味が 劣 り経済品種に は適さ な

い ，した が っ て ，脂質含量が 経済品種 とな る上 で は重要で

あ り，収穫時期が 早 い 品種は 生 育期間 が短 く脂質含量 が 低

い と考え られ た が，収穫時期が 早い
‘
オ
ー

セ
ーゾ ，

‘
ム ラ

ヒ ー’
，

t

シ ェ パ ード
’

で も脂質割合が 可食部で 70％ 以 上 あ

り
， 収穫時期 の 早晩 が 脂 質割合に 影響 し な い と考え られ た．

　以上 の 結果 か ら，供試 した 16品種 の ペ カ ン の 収穫期間は

約 2 か 月間 と長 く，秋期 に ク リ観光農園を 長期間開園す る

た め に は 有利 な混植 叮能 な樹種 と 考 え ら れ た ．特 に ，新鮮

仁 重 が 7，0g 以 上 と 口r食 部 （仁 ）が 大 きい 品種 が
‘
MISS −10

’

と
‘
CLS−61

’
の 2 品種 が 確認 さ れた．加 え て

， 10月上旬収

穫の
‘
パ ウ ニ ー’

と 10月中下旬収穫の
tMISS −10

’
が乾燥

仁 も重 く，脂質含量 も高 い 畆種で ，果実品質面 に お い て 有

槊晶種 と考 え られ た ，

摘　 要

　秋期の ク リ 観光農園を 長期間開園 し て い くた め に，同 じ

堅果類 で あ る ペ カ ン が 有利 な樹種に な る と考 え，25 品種 で

雌
・
雄花 の 開花期 を，16品種 で 収穫期 お よ び 果実品質を調

査 した．雌 ・雄 花 の 開花期 に つ い て 調査 した 結果，多 くの

品種で 雌花 が 早 く開花 し，雌花 の 開花後期 に 雄花 の 開花期

が 数 H 間 会合 した．雄 花 穂 長 と雄 花 の 開 花 期 に つ い て 調 査

し た 結果，開花期 に は 年次変動 が あ り，明確 な相関 が認 め

られ なか っ た．

　収穫期 は 9 月上旬 か ら ll月上旬ま で の 約 2 か 月間 で ，

極早 生種か ら極晩生 種 ま で に 分類 さ れ た ．果実 の 大 ぎさ
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は，極晩生 種 の ℃LS −61
’

と
‘
デ ス

’

が 他品種 よ り有意 に

人ぎか っ た．また，
‘
MISS −10

’
と ℃LS −61

’
の 2 品種は，新

鮮仁 重 が 7．Og 以上 あ っ た ．品種 に よ る 収穫時期 の 早晩 と

脂質含量 の 問に は 明確な関係は 認め られ な か っ た，

　以 Eの 結果 か ら，雌 ・雄花 の 開花期 が重な る品種 の 存在

が 明 らか に な っ た．ま た，極早生か ら極晩生 の 品種を導入

す る こ と で，和歌 山県 に お け る ペ カ ン の 収穫期間 を 2 か 月

間 に 延長 で きる と考 え られ た．果実品質面 か ら，可食部

（仁）が 大ぎ く，脂質含 量 の 高い
‘
パ ウー＝ 　− 1

と　
’
MISS −10

’

が有望 と考え られた ．
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